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1 Ca-8　　　　　天然染料染色布の光による劣化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷田貝麻美子（東横学園女短大）

　【目的】　染織品の劣化や保存に関する自然科学的な研究のうち、天然染料染色布の劣

化に関するものは比較的古くから多数報告されている。それらのほとんどは、光や大気汚

染物質などによる変退色に関するもので、劣化に伴う繊維の物性や構造の変化もあわせて

検討したものは非常に少ない。本研究では、天然染料染色布の光による変退色と、強度そ

の他の性質の変化との関係について検討を行った。

　【方法】　天然染料として紅花、茜、コチニール、ログウッドおよびそれらの主要色素

で綿および絹布を染色し、これにキセノンランプを光源として光照射を行った。照射時間

を変えた試料について、色差、縦糸の引張り強度、）H、水分率の変化を調べた。

　【結果】　光による染色布の変退色の程度は、従来報告されているように、染料および

繊維基質によって異なる結果となった。天然染料による染色布と主要色素のみによる染色

布の変退色を比較すると、大体よい対応がみられたが、後者の方が若干大きくなった。光

による強度低下においては、染料による劣化促進効果が認められ、とくに絹において顕著

であった。光照射前の強度を100としたときの残存強度に対し色差をプロットすると、強

度低下と変退色の進行の違いにより異なる曲線が得られた。r）目の低下および水分率の変

化についても検討を行った。

1Ca－9 新しいすフトキノン色素の染色化学的性質

○長嶋直子、片山　明（東京家政大）山本好和（日ぺ新技研）

　目的:バイオ技術で生産された新しいすフトキノン色素（2-エチルー7－メトキシー

3,5,8－トリヒドロキシナフトキノン）の染色化学的性質をアルミ錯体の形成を中心にし

て検討した。
方法:色素モデルとして､2-33よび5－t::ドロキシ＼,－-Tフトキノン､ブフタザリン（5,8

－ジヒドロキシ1.4－:?-フトキノン）およびシコニンの４種を用い、色素およびモデル色

素のメタノール溶液にすトリワムメチうートまたは塩化アルミニウムを添加して紫外吸

収スペクトルを測定し、ナフトキノンに含まれる種ﾉﾏの水mmのアルカリおよびアルミに

対ずる挙≫)を調べた。
結果:アルカリ添加時における吸収スペクトルの結果から、-tフトキノンのペリ位刀水酸

基は、n 位のそれに比ぺて酸性が弱いこと、また、アルミ添加時における吸収スペクト

ルの結果から、キノンのカルボニル基とペリ位lの水mmの間で形成されるアルミキレート

は、キノンのカルボニル基と2一位の水酸基との問に形成されるそれに比ぺて、酸に対し

て安定であることを明かにした。これらのことから、新しいナフトキノン色素は5一位と

8－位の水酸基がそれぞれ隣接するキノンカルボニル基との問でアルミキレートを形成す

ると推定した。アルミで先媒染した染色絹布の色相、耐光、洗濯堅牢度などの結果につい

ても述ぺる。
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